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　ナノスケールでの微細加工が可能なシリコンデバイスと、それ自身がナノサイズの分子デバイ

スであるタンパク質（抗体・酵素など）を組み合わせることで、革新的な半導体バイオ融合デバ

イスを創出しようとする研究が近年盛んに行われている。その多くは、デバイス上にタンパク質

を化学的架橋法や物理吸着にて固定化したものであるが、煩雑な基板表面処理が必要であったり、

固体表面との相互作用に伴うタンパク質の変性・失活や分子配向性・立体障害による活性低下が

生じるなど多くの問題がある。

　我々は、タンパク質を固定化するための接着剤かつ足場として、固体表面に結合するタンパク

質を利用する方法を提唱している。シリコンを材料としたバイオ融合デバイス開発のために、自

然界よりシリコン表面に結合するタンパク質の取得を試み、大腸菌よりシリコン表面の酸化膜

(SiO2) に非常に強く結合するタンパク質「Si-tag」を単離した [1]。遺伝子組換え技術により、Si-
tag と任意のタンパク質の融合遺伝子を構築することで、目的とするタンパク質の活性とシリコ

ン結合能を併せ持つ融合タンパク質を作製することができる。得られた Si-tag 融合タンパク質を

含む溶液をシリコン基板やシリカ・ガラスに接触させるだけで、当該タンパク質分子は速やかに

当該表面に吸着するため非常に簡単にタンパク質の固定化を行うことができる [1,2]。センサとな

る半導体デバイス上に、レセプタとなる Si-tag 融合タンパク質を固定化すれば、バイオセンサと

して機能する。我々は、シリコンリング光共振器をベースとしたラベルフリーのバイオセンサ（図）

の開発を進めており [3-6]、その成果について紹介する。また、Si-tag を利用したその他のバイオ

融合マテリアルの開発についても紹介する。
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図	シリコンリング光共振器

	 と Si-tag を組み合わせた

	 バイオセンサの概念図

リング状光導波路上に Si-tag
融合レセプタが結合してい

る。目的の物質がレセプタに

結合すると、光共振器の共

振波長の変化として検出され

る。
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